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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

会
場　

�

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
下
車

徒
歩
３
分
）　
　

定
員　

50
人

講
師　

山
上
博
史
氏
（
堺
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

今
さ
ら
聞
け
な
い
パ
ー
シ
ャ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
基
礎
ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２

～
維
持
装
置
か
ら
連
結
子
ま
で
～
遊
離
端
症
例
を
用
い
て

第
２
回　

�

７
月
21
日（
土
）午
後
６
時
～
８
時　

内
容【
手
術
、

歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
】

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団　
　

定
員　

１
０
０
人

※
「
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２
０
１
２
年
４
月
版
）」
を

テ
キ
ス
ト
と
し
ま
す
。
ご
持
参
く
だ
さ
い

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

社
保
講
習
会

日
時　

７
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

土
屋
雅
文
氏
（
神
戸
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

７
月
度
生
涯
研
修

矯
正
を
め
ざ
す
Ｇ
Ｐ
の
た
め
の
診
療
ノ
ー
ト

日
時　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

池
上
孝
氏
（
岡
山
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区

こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
―
歯
の
噛
み
合
わ
せ
と
全
身

の
健
康
に
つ
い
て
―

日
時　

７
月
26
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

�

内
田
百
夏
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
・
歯

科
放
射
線
学
教
室
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

南
河
内
地
区

「
デ
ン
タ
ル
・
パ
ノ
ラ
マ
の
読
影
法
」（
仮
題
）

日
時　

７
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

研
修
室

　
　
　
（
Ｊ
Ｒ「
高
槻
」・
阪
急「
高
槻
市
」駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

講
師　

河
合
利
彦
氏
（
市
立
芦
屋
病
院
嘱
託
医
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

三
島
地
区

ハ
イ
リ
ス
ク
患
者
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
お
よ
び
摂
食

嚥
下
障
害
の
対
応
の
実
際
と
課
題

　

『
原
子
炉
お
節
介
学
入

門
』
の
著
者
・
柴
田
俊
一
先

生
は
、
京
大
名
誉
教
授
、
原

子
力
委
員
会
、
日
本
原
子
力

研
究
所
、
原
子
力
文
化
振
興

財
団
な
ど
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
る
。
本
の
帯
に
、
推
薦
文

を
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
平

岩
外
四
氏
。
経
団
連
元
会

長
、
福
島
原
発
事
故
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
東
京
電
力
元

社
長
そ
の
人
で
あ
る
。

　

戦
前
、
日
本
で
核
爆
弾
の

研
究
を
始
め
よ
う
と
し
た
の

は
京
大
で
、
東
大
で
は
な
か

っ
た
（
と
い
う
私
の
記
憶
が

あ
る
）。
原
稿
を
頼
ま
れ
て

か
ら
い
た
だ
い
た
本
を
丁
寧

に
読
ん
だ
。
素
人
に
は
か
な

　

原
発
立
地
自
治
体
の
現
状

を
学
習
し
て
原
発
ゼ
ロ
の
運

動
を
強
め
よ
う
と
、
福
井
県

の
大
飯
原
発
や
風
力
発
電
所

な
ど
を
め
ぐ
る
バ
ス
ツ
ア
ー

が
６
月
16
、
17
の
両
日
に
取

り
組
ま
れ
、
協
会
か
ら
は
小

山
榮
三
理
事
・
相
談
役
と
事

務
局
が
参
加
し
た
。「
原
発

ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
が
企
画

し
、
府
内
か
ら
21
人
が
参
加

し
た
。

　

16
日
に
は
、
お
お
い
町
議

会
で
再
稼
働
に
た
だ
一
人
反

対
し
た
猿
橋
巧
町
議
と
懇
談

し
た
ほ
か
、
海
上
か
ら
原
発

の
見
学
を
行
っ
た
。

　

お
お
い
町
（
人
口
約
８
８

０
０
人
）
は
、
電
源
３
法
交

付
金
に
よ
っ
て
、
年
間
予
算

は
同
規
模
の
自
治
体
の
４
、

５
倍
も
あ
り
、
豪
華
な
小
学

校
や
体
育
館
な
ど
の
建
設
を

推
進
、
現
在
も
10
億
円
の
サ

ッ
カ
ー
場
建
設
が
計
画
中
で

あ
る
。

　

バ
ス
車
中
の
懇
談
会
で
、

猿
橋
町
議
は
、
町
内
に
は
原

発
関
連
で
働
く
住
民
も
多

な
い
と
い
う
の
が
住
民
多
数

の
声
と
紹
介
。
仮
に
廃
炉
に

し
て
も
、
原
発
を
解
体
す
る

た
め
の
一
基
あ
た
り
８
０
０

～
１
０
０
０
億
と
言
わ
れ
る

「
廃
炉
ビ
ジ
ネ
ス
」
で
雇
用

が
生
ま
れ
る
と
指
摘
し
、

「
廃
炉
を
展
望
し
、
再
稼
働

中
止
の
世
論
を
い
っ
し
ょ
に

つ
く
っ
て
行
き
た
い
」
と
訴

え
た
。
懇
談
前
に
は
大
飯
原

発
を
観
光
船
で
遠
望
し
た
。

大
飯
原
発
で
は
既
存
の
防
波

堤
（
１
・
６
㍍
）
を
か
さ
上

げ
し
、
放
水
口
の
開
口
部
を

15
㍍
の
壁
で
囲
む
工
事
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
完

成
は
２
０
１
５
年
と
い
う
。

参
加
者
か
ら
、「
あ
ん
な
堤

防
で
津
波
が
防
げ
る
の
か
、

再
稼
働
は
中
止
し
か
な
い
」

と
感
想
が
出
さ
れ
た
。

　

２
日
目
に
は
、
あ
わ
ら
市

内
に
あ
る
「
あ
わ
ら
北
潟
風

力
発
電
所
」
を
見
学
し
た
ほ

か
、
美
浜
原
発
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
。
再
稼
働
反
対
を

求
め
る
福
井
県
民
集
会
に
も

参
加
し
た
。

　

同
市
で
は
特
産
品
の
甘
藷

畑
の
中
に
、
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ

Ｒ
（
旧
電
源
開
発
）
が
運
営

す
る
10
基
の
風
車
が
２
０
１

１
年
１
月
か
ら
稼
働
し
て
お

り
、
年
間
約
１
１
０
０
世
帯

分
の
年
間
消
費
電
力
量
に
相

当
す
る
約
３
８
４
０
万
㌔
ワ

ッ
ト
を
発
電
し
て
い
る
。

　

美
浜
原
発
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

で
は
、
職
員
か
ら
防
潮
堤
設

置
な
ど
の
「
安
全
対
策
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
参

加
者
か
ら
の
「
重
大
事
故
で

琵
琶
湖
の
汚
染
が
起
こ
っ
た

場
合
は
ど
う
い
っ
た
対
処
を

す
る
の
か
」
と
の
質
問
に
、

「
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
安
全
対
策
を
取
っ
て
い

る
」
な
ど
と
、「
安
全
神

話
」
に
終
始
し
た
。

く
、
再
稼
働
容

認
の
意
見
も
少

な
く
な
い
と
指

摘
し
つ
つ
、

「（
再
稼
働
は
）

安
全
性
が
確
実

に
保
た
れ
て
か

ら
」
と
い
う
言

葉
が
共
通
と
語

っ
た
。
過
疎
地

の
雇
用
問
題
で

は
、
働
く
場
所

が
あ
れ
ば
あ
え

て
原
発
は
い
ら

り
読
み
づ
ら
い
本
だ
っ
た
。

し
か
し
、
私
の
疑
問
に
は
ど

ん
ぴ
し
ゃ
り
で
、
疑
問
は
氷

解
し
た
。

　

内
容
は
、
こ
ん
な
に
工
夫

し
て
危
な
い
原
子
炉
の
細
部

ま
で
設
計
し
た
と
言
う
ア
イ

デ
ア
や
苦
労
話
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
。
彼
の
念
頭
に
あ
る
の

は
、
い
か
に
広
範
囲
に
原
子

炉
の
活
用
を
広
げ
る
か
ば
か

り
で
、
こ
の
文
明
の
利
器
が

国
民
に
ど
ん
な
利
益
・
不
利

益
を
も
た
ら
す
か
に
は
全
く

関
心
が
な
か
っ
た
。

と
言
う
。
し
か
し
、「
絶
対

に
安
全
」
は
論
理
上
あ
り
得

ず
、
人
間
の
想
定
外
の
事
象

が
起
こ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。
こ
の
こ
と
を
避
け
て

の
研
究
は
、
容
認
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
原

放
棄
（
廃
炉
）
路
線
を
明
確

に
し
た
。
ス
イ
ス
は
今
ま

で
、
安
全
性
を
第
一
に
新
し

い
技
術
開
発
を
す
べ
て
の
既

成
炉
に
取
り
込
み
、
絶
え
ず

改
良
を
続
け
て
き
た
が
、
こ

ん
な
に
費
用
が
か
さ
ん
で
は

経
済
的
に
も
成
り
立
た
ず
、

無
公
害
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に

国
の
基
本
的
政
策
を
変
え
た

の
だ
っ
た
。

　

日
本
の
炉
は
全
て
作
っ
た

時
の
ま
ま
で
、
既
存
炉
の
絶

え
ざ
る
改
善
な
ど
ど
こ
に
も

な
か
っ
た
。
安
全
に
対
す
る

意
識
の
違
い
は
雲
泥
の
差
で

あ
る
。

　

最
後
に
私
の
意
見
を
述
べ

た
い
。
そ
も
そ
も
原
子
力
発

電
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が

異
常
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

核
を
使
用
す
れ
ば
必
ず
核

廃
棄
物
が
生
ま
れ
る
。
長
年

に
わ
た
っ
て
放
出
さ
れ
る
放

射
能
は
、
誰
に
も
、
い
か
に

し
て
も
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
始
末
の
で
き
な
い
、

解
決
法
の
糸
口
さ
え
も
見
出

せ
な
い
廃
棄
物
が
、
次
々
と

生
み
出
さ
れ
増
加
す
る
。
こ

れ
は
最
初
か
ら
ボ
タ
ン
の
掛

け
違
い
で
開
発
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
の
だ
。

　

核
利
用
を
推
進
す
る
人
々

は
ま
ず
、
こ
の
問
題
に
誰
に

も
納
得
が
得
ら
れ
る
客
観
的

な
答
え
を
提
示
す
る
義
務
が

あ
る
。
で
き
な
い
の
な
ら
、

今
す
ぐ
既
存
炉
を
廃
棄
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で

も
す
で
に
生
ま
れ
て
し
ま
っ

た
核
廃
棄
物
は
ど
こ
に
保
管

す
る
の
か
さ
え
決
ま
っ
て
い

な
い
。
核
利
用
を
推
進
し
た

人
々
の
責
任
を
さ
ら
に
追
及

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
（
お
わ
り
）

　

協
会
の
大
阪
市
西
部
・
東

部
・
南
部
地
区
は
６
月
17

日
、「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・

マ
ナ
ー
講
座
（
基
礎
編
）」

を
開
き
、
歯
科
医
院
ス
タ
ッ

フ
12
人
が
参
加
し
た
。
講
師

の
西
出
知
子
氏
（
接
遇
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
は
、「
患

者
の
『
不
安
・
不
満
・
不

信
』
と
い
う
〝
三
つ
の
不
〟

を
取
り
除
き
、『
安
心
・
満

足
・
信
頼
』
に
変
え
て
い
く

た
め
に
は
、
医
療
技
術
と
と

　

本
の
表
紙
に
は
、
堂
々
と

「
名
馬
『
原
子
力
』
か
ら
信

頼
さ
れ
る
騎
手
に
な
る
た
め

に
」
と
あ
っ
た
。
本
人
自

身
、
原
子
炉
は
本
質
的
に
危

険
な
も
の
と
認
め
、
人
間
が

安
全
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

発
そ
の
も
の
を
研
究
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
核
の
い
っ
そ
う

広
範
な
利
用
を
目
指
す
多
方

面
な
研
究
で
問
題
は
さ
ら
に

大
き
い
。

　

つ
い
先
日
、
テ
レ
ビ
で
ス

イ
ス
政
府
担
当
者
が
、
原
発

容
認
で
き
ぬ
核
利
用
研
究

新
聞
部
　
永
田
　
悦
夫

防潮堤の工事が始まった大飯原発１～４号機

おじぎの練習をする参加者ら

原
子
力
研
究
の
説
明
を

受
け
る
筆
者
（
左
端
）

原発ゼロ
の会・大阪

再
稼
働
中
止
し
か
な
い

大
飯
原
発
見
学
ツ
ア
ー
で
学
習

大阪市西部・東部・南部地区

個別に応じた心配りを
接遇・マナー講習会開く

後

京
大
原
子
炉
見
学
記

も
に
接
遇
技
術
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
大
き
な
要

素
に
な
る
」
と
述
べ
、

患
者
一
人
ひ
と
り
の
心

境
に
応
じ
た
心
配
り
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
身
だ
し

な
み
や
あ
い
さ
つ
、
言

葉
遣
い
、
お
辞
儀
な
ど

の
解
説
を
受
け
た
あ

と
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
に
取
り
組
ん
だ
。
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